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研究成果の概要（和文）：　ウナギ人工種苗生産の初期餌料は現在アブラツノザメ卵をベースとしているが、本種は絶
滅危惧種であり、将来使用できなくなることから、新たな餌の開発が急務である。本研究は天然のウナギ目仔魚の餌を
調査し、これをベースとした新規餌料を開発し、人工種苗生産に資する技術開発を行うことを目的とした。
 　尾虫類のハウスと糞粒は沿岸から外洋のウナギ目仔魚の消化管から高頻度でみられることが明らかになった。また
、ウナギ産卵海域における優占種が放棄したハウスや糞粒はウナギ仔魚の主要な餌と推測された。この結果に基づき、
外洋性尾虫類の培養を試みたが、体が脆弱で、状態の良い個体が得られずハンドリング、輸送等に課題が残された。

研究成果の概要（英文）： Fisheries Research Agency was successful in closing the Japanese eel life cycle, 
recently. However, we have not as yet established techniques for mass production of glass eels because of 
various technical difficulties. Eel larvae rearing depends entirely on a diet made from shark eggs, but 
natural shark populations cannot support mass production of glass eel quantitatively. Therefore, we must 
find effective new dietary formulations. The purpose of this study is to clarify species composition of 
larvacean at waters eel spawning area and to try culture of the offshore larvacean species.
 The dominant species in the area was oceanic Fritillaria spp. It was supposed that these discarded 
houses and fecal pellets were became food sources of the leptocephalus larvae. Based on this result, we 
tried the culture of these larvacean species. However, it was difficult to obtain the good condition 
larvacean from the offshore. It is necessary to develop the handling methods for the fragile creature.
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１．研究開始当初の背景  
 ウナギ養殖はその種苗を天然のシラスウ
ナギに 100%依存している。我が国のシラ
スウナギ採捕量は 1960 年代後半をピーク
に年々激減し、近年は 10 トン前後を推移し
ている。また、天然ウナギ資源も、シラス
ウナギの乱獲に加え、成魚の生息環境の悪
化によって激減しており、ニホンウナギは
環境省、国際自然保護連合から相次いで絶
滅種に指定された。わが国の天然ウナギ資
源とうなぎ食文化を守るには、安定大量種
苗生産の実現が急務である。 
 ウナギの人工種苗生産は、水産総合研究
センター増養殖研究所における長年の研究
より卵から変態を経てシラスウナギの生産
に世界で初めて成功し（Kagawa et al., 
2005）、平成 22 年には完全養殖にも成功し
た（Masuda et al., 2012）。しかし、急務
とされる種苗の安定大量生産には至ってい
ない。原因については親魚の質、卵の質、
飼育環境、餌などが提起されている。 
 現在、ウナギ人工仔魚の餌として、アブ
ラツノザメの卵巣をペースト状にした液状
餌料が用いられているが、アブラツノザメ
の資源状態は 2010 年ワシントン条約会議
で付属書 II への記載が検討されるほど悪
化している。また、本種以外のサメ類 8 種
はすでに付属書 II に記載されており、近い
将来、ウナギの初期餌料としての供給が困
難になることが予想される。この点から、
サメ卵に頼らないウナギ仔魚の新規餌料開
発は緊急の課題である。 
 申請者は九州沿岸域のシラスバッチ網で
混獲されたマアナゴ、ハモ、ウツボなどの
レプトケパルス（以下、葉形仔魚）の消化
管を詳細に観察し、葉形仔魚がオタマボヤ
類（脊索動物門、被嚢動物亜門、尾虫綱）
のハウス（包巣）や糞粒を選択的に摂餌し
ていることを明らかにした(Mochioka and 
Iwamizu, 1996)。その後、申請者は東京大
学海洋研究所白鳳丸、水産庁開洋丸等で実
施されたウナギの産卵生態に関する研究航
海に乗船し、様々な発育期のウナギを含む
ウナギ目葉形仔魚の消化管内容物を観察す
る機会を得た。そして、ウナギをはじめ外
洋域のウナギ目葉形仔魚は、ふ化直後から
オタマボヤ由来の餌（ハウスと糞粒）を食
べていることをつきとめた。 
 
２．研究の目的 
 本研究は沿岸域から外洋域における天然
のウナギ目葉形仔魚が食べている餌を明ら
かにし、これをベースとした新規餌料を開
発し、天然ウナギ目仔魚を用いて評価し、
安定大量種苗生産に資する技術開発を行う
ことを目的とする。 
 
３．研究の方法  

 日本沿岸域からウナギの産卵場海域
（Tsukamoto et al., 2013）であるマリアナ
西方海域に至る葉形仔魚採集海域において、
0.06mm ファインメッシュプランクトンネ
ット（伊東・望岡, 2005）の各層鉛直曳網
による動物プランクトンの採集を行い、オ
タマボヤ類の種組成を明らかにする。 
 次に、外洋域と沿岸域で採集した葉形仔
魚標本の消化管内容物を精査し、餌として
いるオタマボヤの種同定を行う。これら餌
候補種を飼育し、放棄したハウスをベース
とした新規餌料を作成する。 
 天然ウナギ目卵を稚魚ネットを用いて採
集し、卵から飼育した摂餌開始期の仔魚（開
口後仔魚）に適切なサイズのオタマボヤハ
ウスを与え、生残率と成長を比較し、新規
開発初期餌料の有効性を評価する。 
 
４．研究成果  
(1)海域別の尾虫類の出現種数は、八代海で 1
種、宮崎県日向灘土々呂沖で 3 科(オタマボヤ
科、サイズヅチボヤ科、カサオタマボヤ科) 9
属 17 種、九州南西黒潮海域で 2 科(オタマボ
ヤ科、サイズヅチボヤ科) 7 属 24 種、マリア
ナ海域で 2 科(オタマボヤ科、サイズヅチボヤ
科)  8 属 27 種であった。個体数密度 (inds. 
m-3)は、八代海 (水深0-6 m) では平均942.0 、
土々呂沖 (水深 0-30 m) では 1842.7 、黒潮海
域 (水深 0-200 m) では 730.2 、マリアナ海域 
(水深 0-200 m) では 635.5 であった。 
 クラスター解析により、尾虫類の群集構造
は内湾、黒潮沿岸、黒潮沖合、外洋域 (ウナ
ギ産卵海域) の 4 グループに区分された。同
一クラスター内でも南北で違いがみられたこ
と、個体数密度最大層とクロロフィル a 極大
層はほぼ概ね一致していたことから、物理環
境だけでなく餌生物の分布も群集構造に影響
していることが示唆された。それぞれの海域
の優占種は、湾内では Oikopleura dioica (ワカ
レオタマボヤ) 、沿岸から沖合にかけては O. 
longicauda  (オナガオタマボヤ)、O.rufescens 
(マルオタマボヤ)、O. cophocerca (カタオタマ
ボヤ)、外洋域では Fritillaria borealis f. sargassi 
(ネッタイサイヅチボヤ)、F. formica (アリサイ
ヅチボヤ) であり、これらが放棄したハウス
がそれぞれの海域に出現するウナギ目仔魚の
餌資源となっていると推測された。 
 
(2)5 科 15 種の葉形仔魚の消化管を切開し、
内容物を観察したところ。尾虫類が放棄した
ハウスと糞粒が高頻度で見出された。尾虫類
のハウスの分類は困難であるが、九州南西の
黒潮海域で採集されたウナギ目ウミヘビ亜科
sp.仔魚の腸管内からゼラチン質の不定形物
が見出され、位相差顕微鏡で詳細に観察した
と こ ろ 、 当 該 海 域 の 優 占 種 で あ る
Oikopleura.longicauda (オナガオタマボヤ)
のハウスの特徴を備えていた。 



 
(3)以上の結果に基づき、外洋性の尾虫類の飼
育培養を行うべく、黒潮海域でプランクトン
ネットによるサンプリングを試みたが、ファ
インメッシュで 5-10m 程度の曳網でも状態の
良い個体を得ることはできなかった。 
 スクーバ潜水による採捕も複数回試みたが、
海況に恵まれず、採集は困難であった。そこ
で、日向灘北部水域におけるシラスバッチ網
漁で多量に混獲されたマアナゴ葉形仔魚の消
化管を切開し、ペースト状の内容物をあつめ
て投餌することにした。消化管内容物には尾
虫類のハウスおよび糞粒がふくまれていた。 
 日向灘における稚魚ネットでウツボ科、ウ
ミヘビ科の卵を採集し、孵化した仔魚を飼育
し、卵黄吸収後開口を確認した葉形仔魚に上
述の消化管内容物ペーストを与えたところ、
いずれの仔魚も活発な摂餌行動を示し、腸管
内に内容物の充満が認められたが、飼育装置
のトラブルにより、投餌開始後 13 日目で実験
を終了した。 
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